
「哀弟死去作歌一首并短歌」の漢語表記について

（245）1058

一
　
は
じ
め
に

　
『
万
葉
集
』
巻
九
に
田
辺
福
麻
呂
歌
集
所
出
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
中
に
弟
の
死
を
悼
む
「
哀
弟
死
去
作
歌
一
首
并
短
歌
」
と
題
さ
れ
る
歌
群
が

見
ら
れ
る
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

哀
弟
死
去
作
歌
一
首
并
短
歌

父
母
が 

成
し
の
ま
に
ま
に 

箸
向
ふ 

弟
の
命
は 

朝
露
の 

消
や
す
き

命 

神
の
共 

争
ひ
か
ね
て 

葦
原
の 

瑞
穂
の
国
に 

家
な
み
か 

ま
た
帰

り
来
ぬ 

遠
つ
国 

黄
泉
の
境
に 

延
ふ
蔦
の 

お
の
が
向
き
向
き 

天
雲

の 

別
れ
し
行
け
ば 

闇
夜
な
す 

思
ひ
迷
匍
匐 

射
ゆ
鹿
の 

心
を
痛

み 

葦
垣
の 

思
ひ
乱
れ
て 

春
鳥
の 

哭
の
み
泣
き
つ
つ 

あ
ぢ
さ
は

ふ 

夜
昼
知
ら
ず 

か
ぎ
ろ
ひ
の 

心
燃
え
つ
つ 

悲
悽
別
焉

 

（
九
・
一
八
〇
四
）

反
歌別

れ
て
も 

復
も
遭
ふ
べ
く 

念
ほ
え
ば 

心
乱　

吾
恋
ひ
め
や
も 

一
云

意
尽
し
て 

（
九
・
一
八
〇
五
）

あ
し
ひ
き
の　

荒
山
中
に　

送
り
置
き
て　

還
ら
ふ
見
れ
ば　

情
苦
し

も 

（
九
・
一
八
〇
六
）

　

従
来
、
こ
の
挽
歌
歌
群
に
関
す
る
論
究
が
少
な
く
、
漢
籍
受
容
の
視
点
か
ら

の
考
察
に
至
っ
て
は
さ
ら
に
少
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
表
記
の
視
点
か
ら
の
漢

籍
受
容
に
つ
い
て
、
奥
村
和
美
氏
に
論
考
が
あ
り
（
後
述
）、
表
現
か
ら
み
た

漢
籍
受
容
に
つ
い
て
は
、
廣
川
晶
輝
氏
）
1
（

が
最
初
の
「
父
母
が 

成
し
の
ま
に
ま

に 

箸
向
ふ 

弟
の
命
」
の
表
現
は
『
芸
文
類
聚
』（
巻
三
十
四
、
人
部
十
八
、

哀
傷
）
に
見
る
潘
岳
「
為
楊
長
文
作
弟
仲
武
哀
祝
文
」
の
「
我
が
弟
と
我
と
、

並
び
に
垂
髪
よ
り
、
成
人
に
越
え
た
り
」
と
類
似
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ

れ
以
外
の
関
連
す
る
論
考
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

田
辺
福
麻
呂
歌
集
歌
に
は
特
殊
な
用
字
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
早
く
か
ら

「
哀
弟
死
去
作
歌
一
首
并
短
歌
」
の
漢
語
表
記
に
つ
い
て

│
│ 

墓
誌
銘
受
容
の
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て 

│
│

夏
　
　
　
傑
　
倫
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横
山
英
氏
）
2
（

、
原
田
貞
義
氏
）
3
（

、
古
屋
彰
氏
）
4
（

ら
先
学
の
研
究
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
、
奥
村
和
美
氏
）
5
（

が
説
く
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
主
に
仮
名

の
用
字
の
特
異
性
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歌
集
歌
原
本
の
あ
り
よ
う
を

復
元
す
る
こ
と
と
、
歌
集
歌
が
福
麻
呂
以
外
の
歌
人
の
歌
も
含
め
て
現
在
の
諸

巻
に
分
割
編
纂
さ
れ
て
い
く
過
程
を
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
の
で

あ
り
、
特
異
な
文
字
選
択
に
ど
の
よ
う
な
表
現
意
図
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、

あ
ま
り
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。
奥
村
和
美
氏
は
そ
れ
に
気
づ
き
、
福
麻
呂
歌
集

歌
の
訓
字
と
訓
仮
名
の
中
か
ら
、
特
異
な
用
字
を
取
り
あ
げ
て
訓
詁
の
面
か
ら

詳
し
い
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
論
文
で
は
、
福
麻
呂
は
漢
字
の
訓
詁
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
歌
に
多
彩
に
意
義
を
付
加
し
よ
う
と
す
る
こ
と
と
、
そ
の
表

意
性
へ
の
志
向
が
、
訓
仮
名
と
も
連
動
し
て
歌
を
華
や
か
に
装
飾
す
る
方
向
へ

向
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
奥
村
論
文
で
は
、
当
該
「
哀
弟
死
去
作
歌
一
首
并
短
歌
」
の
歌
の

表
記
も
考
察
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
表
記
も
少

な
く
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
つ
ま
り
、
当
該
歌
群
に
は
、
珍
し
い
二
文
字
漢

語
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
漢
語
は
墓
誌
銘
に
用
い
ら
れ
る
漢
語
で
も

あ
る
の
だ
。

　

上
代
文
学
が
中
国
か
ら
の
墓
誌
類
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
は
、
後
述
す
る
よ

う
に
以
前
か
ら
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
当
該
歌
群
は
弟
の
死
を
悼
む
挽
歌

で
あ
る
た
め
、
中
国
の
墓
誌
銘
か
ら
表
現
を
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
以
上
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、「
哀
弟
死
去
作
歌
一
首

并
短
歌
」
に
散
見
す
る
二
文
字
漢
語
を
取
り
上
げ
て
、
中
国
の
文
献
、
特
に
墓

誌
銘
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
な
が
ら
検
討
を
加
え
、
そ
れ
ら
の
漢
語
の
性
格
と

受
容
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

二
　「
悲
悽
」

　

ま
ず
、
長
歌
最
後
の
句
の
「
悲
悽
」
の
語
性
を
見
て
み
よ
う
。「
悲
悽
」
の

表
記
は
集
中
一
例
し
か
な
く
、
実
際
唐
ま
で
の
漢
籍
・
仏
典
に
お
い
て
も
希
少

な
漢
語
で
あ
る
。
諸
注
釈
書
は
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
以
外
に
そ
の
用
例

に
つ
い
て
言
及
が
な
い
。『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
で
は
、
陶
淵
明
「
雑
詩

其
二
」
の
「
念p

此
懐w

悲
悽a

終
暁
不p

能p

静
」
を
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
が
、

陶
詩
の
「
悲
悽
」
は
志
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
悲
し

む
意
で
、
福
麻
呂
の
弟
の
死
に
対
す
る
悲
し
み
と
語
の
性
格
が
少
し
異
な
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。「
悲
悽
」
の
受
容
実
態
を
考
え
る
場
合
、
や
は
り
ま
ず
死
を

悼
む
表
現
と
捉
え
、
出
典
を
探
す
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、「
悲
悽
」
の
訓
み
に
つ
い
て
、
古
写
本
・
古
注
釈
書
に
お
い
て
は
「
あ

は
れ
」、「
い
た
む
」、「
な
け
く
」
の
訓
み
が
見
ら
れ
、
近
現
代
の
注
釈
書
で
は

金
子
元
臣
『
万
葉
集
評
釈
』
の
「
い
た
む
」
を
除
け
ば
、
大
き
く
は
「
な
げ
く
」

（
な
げ
き
）
と
「
か
な
し
ぶ
」
の
二
系
統
の
訓
み
に
分
か
れ
る
。
し
か
し
、『
説

文
解
字
』
に
「
悲
、
痛
也
。
从p

心
、
非
声
」、「
悽
、
痛
也
。
从p

心
、
妻
声
」

と
あ
る
よ
う
に
、
心
の
中
の
痛
み
と
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

金
井
清
一
氏
が
『
万
葉
集
全
注
』
巻
九
で
「
ナ
ゲ
ク
は
声
を
出
し
た
り
息
を
つ
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い
た
り
し
て
悲
し
む
の
で
あ
る
か
ら
、『
悽
』
に
そ
ぐ
わ
な
い
」
と
説
く
よ
う
に
、

「
か
な
し
ぶ
」
の
訓
が
よ
り
穏
当
で
あ
ろ
う
。

　
「
悲
悽
」
に
関
し
て
、
奥
村
和
美
論
文
で
は
、
陶
詩
の
「
悲
悽
」
は
名
詞
で

あ
る
た
め
、
直
接
の
典
拠
に
な
っ
た
と
は
言
え
な
い
と
認
め
つ
つ
、
漢
語
「
悲

悽
」
の
存
す
る
こ
と
は
知
識
と
し
て
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
述
べ
る
。
ま
た
、
中
国

詩
文
に
「
悲
悽
」
の
ほ
か
の
用
例
が
拾
い
が
た
い
た
め
か
、
奥
村
氏
は
「
悲
悽
」

を
熟
語
と
認
め
た
も
の
の
、「
悲
」、「
悽
」
を
分
け
て
検
討
し
、「
悲
」
と
「
悽
」

は
同
じ
意
味
を
持
つ
漢
字
で
あ
り
、
当
該
歌
で
は
意
図
的
に
「
悲
」
に
「
悽
」

を
加
え
た
こ
と
、「
悽
」
は
装
飾
性
を
持
っ
た
、
知
的
に
凝
っ
た
用
字
で
あ
る

と
結
論
付
け
た
。
示
唆
に
富
む
論
考
で
は
あ
る
が
、「
悲
悽
」
を
漢
語
と
認
め

た
以
上
、
ま
ず
中
国
の
文
献
に
お
け
る
「
悲
悽
」
の
使
用
実
態
を
明
ら
か
に
し

た
上
で
、
そ
の
語
性
及
び
受
容
実
態
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
悲
悽
」
は
、『
漢
語
大
詞
典
』
で
は
「
悲
傷
淒
涼
」
と
解
さ
れ
、
用
例
と
し

て
は
や
は
り
陶
淵
明
の
詩
が
最
初
に
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
後
ろ
に
明
清
の
用
例
も

見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
人
の
死
と
は
関
連
し
な
い
。『
大
漢
和
辞
典
』
に
も

「
悲
し
み
。
悲
し
く
寂
し
い
こ
と
」
と
名
詞
と
し
て
説
明
さ
れ
、
用
例
は
陶
詩

だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
辞
典
で
は
「
悲
恓
」
と
い
う
漢
語
が
立
項
さ
れ
、

そ
の
説
明
に
「
悲
し
み
。
悲
し
ん
で
心
を
痛
め
る
こ
と
。
ま
た
、
人
の
死
を
悲

0

0

0

0

0

し
み
悼
む

0

0

0

0

」
と
動
詞
と
も
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
同
項
目

に
李
白
の
詩
「
江
夏
行
」
の
「
一
種
為w

人
妻a

独
自
多w

悲
恓q

」
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。「
悲
恓
」
は
『
漢
語
大
詞
典
』
に
も
立
項
さ
れ
て
お
り
、「
悲
傷
」

と
説
明
さ
れ
、
用
例
は
同
じ
く
李
白
の
詩
で
あ
る
が
、「
一
本
作w

悲
悽q

」
と

説
明
を
加
え
て
い
る
。

　
「
恓
」
の
字
は
、『
説
文
解
字
』、『
広
韻
』、『
篆
隸
万
象
名
義
』
等
に
は
見
当

た
ら
ず
、『
類
聚
名
義
抄
』
に
「
膩
株
反
」
と
し
か
見
え
な
い
。
ま
た
、
金
の

韓
道
昭
の
『
五
音
集
韻
』
に
も
見
え
、「
恓
惶
煩
悩
之
貌
」
の
意
で
、「
悽
」
と

別
項
目
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
の
『
正
字
通
』
に
至
っ
て
、「
与p

悽
同
。

『
六
書
故
』
憂
心
淒
肰
也
。
通
作p

淒
、
旧
註
煩
悩
、
非
」
と
、
南
宋
戴
侗
の
『
六

書
故
』
を
引
用
し
て
「
煩
悩
」
の
意
で
は
な
い
と
意
を
改
め
た
。

　

現
代
の
辞
書
類
に
つ
い
て
は
、『
漢
語
大
詞
典
』、『
漢
語
大
字
典
』
で
は

「
qi
、
同p

悽
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、『
王
力
古
漢
語
字
典
』、『
古
漢
語

常
用
字
字
典
』
で
は
「
xi
」
の
発
音
と
な
っ
て
お
り
、「
悽
」
と
の
関
係
を
述

べ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、『
漢
語
大
詞
典
』
の
指
摘
の
如
く
、

李
詩
「
独
自
多w

悲
恓q

」
の
表
記
は
、
版
本
に
よ
っ
て
異
な
り
、「
悲
悽
」
と

表
記
し
て
い
る
本
も
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
現
存
す
る
最
古
の

版
本
と
言
わ
れ
る
宋
刻
本
『
李
太
白
文
集
』
で
は
、
当
該
箇
所
は
「
悲
恓
」
と

な
っ
て
い
る
が
、
四
部
叢
刊
本
『
楽
府
詩
集
』
や
四
庫
全
書
本
『
全
唐
詩
』
に

収
め
ら
れ
て
い
る
「
江
夏
行
」
で
は
「
悲
悽
」
の
表
記
を
取
っ
て
い
る
。
そ
の

点
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
論
じ
な
い
が
、
筆
者
の
調
べ
た
限
り
で
は
、

「
悲
恓
」
も
「
恓
悲
」
も
、
中
国
の
文
献
で
は
当
該
の
李
詩
以
外
ほ
か
の
用
例

が
見
ら
れ
ず
、
も
と
も
と
は
「
悲
悽
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
李
詩
は
商
人
の
妻
が
旅
に
出
た
き
り
帰
ら
な

い
夫
を
思
い
、
そ
の
情
緒
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
り
、『
大
漢
和
辞
典
』
が
説
く
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「
人
の
死
を
悲
し
み
悼
む
」
も
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
同
辞
書
が
ど
の
よ

う
な
証
拠
に
基
づ
き
そ
の
解
釈
を
示
し
た
の
か
は
、
不
明
で
あ
る
が
、
以
上
見

て
き
た
よ
う
に
、「
悲
悽
」
は
、
も
し
「
悲
恓
」
と
同
じ
、
人
の
死
を
悲
し
み

悼
む
意
で
用
い
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
福
麻
呂
が
「
悲
悽
」
の
表
記

を
選
択
し
た
理
由
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
次
は

「
悲
悽
」
の
使
用
実
態
を
見
て
み
よ
う
。

　

唐
ま
で
の
中
国
の
文
献
に
限
定
し
て
確
認
す
る
と
、
確
か
に
奥
村
氏
の
指
摘

の
通
り
、「
悲
悽
」
の
使
用
例
は
極
め
て
少
な
く
、
調
べ
た
限
り
で
は
せ
い
ぜ

い
次
の
五
例
し
か
見
当
た
ら
な
か
っ
た
）
6
（

。

ａ 

念p

此
懐w

悲
悽

0

0a

終
暁
不p

能p

静
。

 

（『
陶
淵
明
集
』
巻
四
、「
雑
詩
十
二
首
・
二
」）

ｂ 

向
曰
俯w

仰
於
林
薄
之
間a

但
有
悲
悽

0

0

慷
慨
為p

歎
、
含w
蓄
辛
酸
痛
楚q

也
。

 

（
六
臣
註
『
文
選
』、
陸
機
「
於
承
明
作
与
弟
士
竜
」）

ｃ 

一
種
為w

人
妻a

独
自
多w

悲
悽

0

0z

対p

鏡
便
垂p

涙
、
逢p

人
只
欲p
啼
。

 

（『
全
唐
詩
』
巻
一
六
七
、
李
白
「
江
夏
行
」）

ｄ
痴
坐
直
視
聴
、
戆
行
失w

踪
蹊z

岸
童
斸p

棘
労
、
語
言
多w

悲
悽

0

0z

 

（『
全
唐
詩
』
巻
三
七
六
、
孟
郊
「
寒
溪
八
首
・
二
」）

ｅ 

牙
琴
不p

賞
、
慟
哭
茲
晨
。
楽
弩
仍
懸
、
沈
羸
歳
晩
。
悲
悽

0

0

固
託
、
撫p

疾

何
成
。 

（『
全
唐
文
』
巻
二
五
八
、
蘇
頲
「
刑
部
尚
書
韋
抗
神
道
碑
」）

　
ａ
の
陶
詩
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
志
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
悲
し
く
思
い
、
朝
が
来
る
ま
で
思
い
を
静
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

旨
で
あ
る
。
ｂ
の
李
詩
も
ｃ
の
孟
詩
も
悲
し
み
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

人
の
死
と
の
関
係
が
見
ら
れ
な
い
。
ｄ
の
『
文
選
』
の
用
例
は
、
陸
機
が
弟
に

送
っ
た
詩
句
「
俯
仰
し
て
林
薄
に
悲
し
み
、
慷
慨
し
て
辛
楚
を
含
む
」
に
対
す

る
呂
向
の
注
で
あ
り
、
こ
れ
も
人
の
死
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

一
方
、
ｅ
は
盛
唐
の
蘇
頲
が
刑
部
尚
書
韋
抗
の
死
後
に
作
っ
た
神
道
碑
文
で

あ
る
。
蘇
頲
は
韋
抗
の
死
を
悼
む
に
あ
た
り
、
伯
牙
と
鍾
子
期
の
故
事
を
踏
ま

え
て
、
知
音
を
失
っ
た
悲
し
み
を
今
朝
の
慟
哭
に
た
と
え
て
表
し
、
そ
の
深
い

悲
し
み
「
悲
悽
」
を
こ
の
文
に
託
し
て
い
る
。
唐
代
に
お
い
て
、「
悲
悽
」
は

す
で
に
人
の
悲
し
み
を
悼
む
際
に
用
い
ら
れ
て
い
た
表
現
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
視
点
を
変
え
て
人
の
死
を
悼
む
墓
誌
銘
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
ま
ず
「
悽
悲
」
の
使
用
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
と
い
う
の

も
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、「
悲
」
も
「
悽
」
も
『
説
文
解
字
』
に
「
痛
也
」

と
あ
り
、
と
も
に
「
か
な
し
む
」
の
意
味
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
す

で
に
奥
村
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
悲
悽
」
は
「
痛
」
の
意
に
よ
る
同

義
結
合
の
熟
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
悽
悲
」
は
漢
語
と
し
て
「
悲
悽
」

と
同
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
悽
悲
」
は
初
唐
ま
で
の
文
献
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、『
全
唐
文
』
で
確
認
す

る
と
、
盛
唐
李
華
の
釈
教
文
に

ｆ
緇
素
号
慟
、
楚
越
悽
悲

0

0

。）7
（

 

（「
衢
州
竜
興
寺
故
律
師
体
公
碑
」）
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と
見
ら
れ
る
。
衢
州
竜
興
寺
の
体
公
と
い
う
禅
師
の
死
に
関
す
る
描
写
で
あ
り
、

僧
侶
ら
も
俗
人
ら
も
号
泣
し
、
楚
越
両
地
が
悲
し
む
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
ま

た
李
華
の
祭
文
に
も
、

ｇ 

官
尊
地
偏
、
礼
不p

成p

儀
。
回
望w

旧
邦a

素
車
遅
遅
。
潯
陽
地
古
、
挙

目
悽
悲
。
執p
紼
流
慟
、
誰
堪w

此
時z

 

（「
祭
劉
左
丞
文
」）

ｈ 

悁
悁
心
目
、
寢
寐
見p
之
。
布p

奠
傾p

觴
、
哭
望w

天
涯z

天
地
為
愁
、
草

木
悽
悲

0

0

。
弔
祭
不p

至
、
精
魂
何
依
。 

（「
弔
古
戦
場
文
」）

と
確
認
で
き
る
。
中
唐
に
下
る
と
、

ｉ 

或
喪
或
存
、
山
川
是
違
。
繄
我
夫
子
、
宜
相
清
時
。
命
之
不p

遐
、
孰
不w

悽
悲

0

0z

嗚
呼
哀
哉
。 

（
柳
宗
元
「
為
韋
京
兆
祭
太
常
崔
少
卿
文
」）

ｊ 

迅
風
悽
悲

0

0

、
頽
景
幽
幕
。
傾
都
殄
瘁
、
揮p

涕
相
顧
。
矧
茲
故
人
、
誰
任w

痛
慕z

 

（
柳
宗
元
「
為
李
京
兆
祭
楊
凝
郎
中
文
」）

ｋ 

詰
朝
愀
然
、
有p

志
求p

医
。
未p

撤w

琴
瑟a

俄
懸w

素
旂z

宸
衷
震
悼
、

朝
右
悽
悲

0

0

。
詔
下
褒
崇
、
恩
殊w

等
夷z

 

（
劉
禹
錫
「
代
諸
郎
中
祭
王
相
国
文
」）

と
も
用
例
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
李
華
の
「
祭
劉
評
事
兄
文
」
に
「
寢
門
之
悲
、

悽
断w

呉
越q

」
と
あ
り
、「
悲
」、「
悽
」
を
単
独
に
用
い
る
場
合
も
見
ら
れ
る
。

以
上
の
例
は
と
も
に
祭
文
等
で
人
の
死
を
悲
し
み
悼
む
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
注
意
が
要
さ
れ
よ
う
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
人
の
死
を
悼
む
表
現
と
し
て
「
悽
悲
」
と
「
悲
悽
」

が
と
も
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、「
悽
悲
」

と
「
悲
悽
」
の
選
択
は
、
意
味
の
差
異
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
韻
律
上
の
要

請
に
よ
っ
て
ど
ち
ら
を
用
い
る
か
が
決
ま
る
場
合
も
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ

よ
う
。

　
『
広
韻
』
に
よ
れ
ば
、「
悲
」「
悽
」
は
そ
れ
ぞ
れ
平
声
の
六
脂
韻
と
一
二
斉

韻
に
属
し
て
い
る
。先
ほ
ど
見
た
「
悲
悽
」
の
ｃ
、ｄ
例
の
「
啼
」「
蹊
」
は
、『
広

韻
』
で
は
「
悽
」
と
同
じ
く
平
声
の
一
二
斉
韻
に
属
し
、
こ
れ
ら
は
韻
を
踏
ん

で
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、「
悽
悲
」
の
例
に
関
し
て
も
、
例
え
ば
、
ｇ
の
「
儀
」・「
遅
」・「
時
」

が
そ
れ
ぞ
れ
五
支
韻
・
六
脂
韻
・
七
之
韻
に
属
し
て
お
り
、
同
韻
か
と
て
も
近

い
韻
で
あ
る
。
ｉ
の
柳
宗
元
の
祭
文
も
、「
違
」
が
八
微
韻
、「
時
」
が
七
之
韻

の
よ
う
に
、「
悲
」
と
韻
を
踏
む
。
ｋ
の
劉
禹
錫
の
例
に
お
い
て
も
、「
医
」・

「
旂
」・「
夷
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
之
韻
、
八
微
韻
、
六
脂
韻
に
属
す
る
字
で
あ
る
。

　

止
攝
に
属
す
る
支
・
脂
・
之
・
微
の
四
韻
は
、
唐
詩
文
に
お
い
て
し
ば
し
ば

通
押
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
詳
細
を
省
き
、
一
例
の
み
を
挙
げ
る
に

と
ど
め
る
。
す
な
わ
ち
、
王
維
「
送
綦
毋
潜
落
第
還
郷
」
で
は
、「
帰
・
薇
・
非
・

衣
・
違
・
扉
・
暉
・
稀
」
の
ご
と
く
、
微
・
脂
・
支
の
韻
が
交
錯
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
。

　

一
方
、「
悽
」
が
属
す
る
一
二
斉
韻
に
つ
い
て
は
、
王
力
が
早
く
も
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、
斉
韻
の
字
は
ご
く
一
部
の
場
合
に
の
み
微
韻
・
佳
韻
・
灰
韻
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と
の
押
韻
が
許
容
さ
れ
る
が
、
支
韻
と
の
通
押
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
の
だ
）
8
（

。

し
た
が
っ
て
、「
悽
悲
」
と
い
う
語
が
頻
用
さ
れ
た
の
は
、
斉
韻
の
字
を
直
接

押
韻
に
用
い
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
脂
韻
の
「
悲
」
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
韻
律
上
の
制
約
を
回
避
す
る
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
墓
誌
銘
の
場
合
、「
悲
悽
」
と
「
悽
悲
」
の
用
例
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、「
中
国
歴
代
墓
誌
数
拠
庫
」
お
よ
び
「
中
華

石
刻
数
拠
庫
」
を
用
い
て
確
認
し
て
み
た
い
。
両
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
先
秦
か

ら
当
代
に
至
る
歴
代
の
墓
誌
を
は
じ
め
と
す
る
碑
刻
資
料
を
網
羅
的
に
収
録
し

た
大
規
模
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
そ
の
基
盤
を
従
来
の
主
要
な
紙
媒
体
資

料
に
置
き
つ
つ
も
、
新
出
の
石
刻
や
拓
本
な
ど
の
資
料
も
収
録
の
対
象
と
し
て

い
る
。
盛
唐
ま
で
の
文
献
に
限
定
し
て
み
る
と
、「
悲
悽
」
と
「
悽
悲
」
は
ど

ち
ら
も
見
ら
れ
る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
六
朝
か
ら
盛
唐
ま
で
の
墓
誌
銘
に

は
圧
倒
的
に
「
悲
悽
」
が
用
い
ら
れ
る
方
が
多
い
。

ｌ
羽
挽
悽
悲
、
竜
軒
不p

息
。 

（
魏
「
楊
仲
宣
墓
誌
」
５

３

２

年
）

ｍ
似w

蓋
樹
委a

如w

楼
鼓
横z

悲
悽

0

0

竜
谷
、
哀
慘
松
声
。

 

（
隋
「
正
議
大
夫
寧
贙
碑
」
６

０

９

年
）

ｎ 

嗚
呼
哀
哉
。
痛
心
疾
首
、
行
路
悲
悽

0

0

。

 

（
隋
「
大
隋
儀
同
三
司
建
州
刺
史
故
徐
使
君
墓
誌
銘
」
６

１

２

年
）

ｏ 

寒
山
揺
落
、
荒
隴
衰
蕪
。
悲
悽

0

0

霧
沼
、
薤
咽
霜
塗
。

 

（
唐
「
故
北
平
縣
令
董
府
君
墓
誌
」
６

５

９

年
）

ｐ 

悲
悽

0

0

風
樹
、
痛
貫w

泉
門z

髣
髴
如p

在
、
依
希
或
存
。

 

（
唐
「
故
清
漳
令
劉
君
墓
誌
」
６

８

７

年
）

ｑ 

嗚
呼
哀
哉
。
郷
閭
気
絶
、
行
路
悲
悽

0

0

。
孤
子
哀
号
而
気
咽
。

 

（
唐
「
大
周
田
府
君
墓
誌
銘
并
序
」
７

０

０

年
）

ｒ 

黃
泉
長
訣
、
白
日
悲
悽

0

0

。
松
風
夜
哭
、
薤
露
朝
啼
。

 

（
唐
「
故
李
府
君
墓
誌
銘
」
７

５

８

年
）

　

右
に
見
た
よ
う
に
、
最
初
の
一
例
を
除
け
ば
、
す
べ
て
が
「
悲
悽
」
で
あ
り
、

人
の
死
を
悲
し
む
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ｒ
例
以
外
に
つ
い
て
は
韻

を
踏
む
こ
と
は
考
慮
外
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
悲
悽
」
が
多
用

さ
れ
て
い
る
の
は
、「
悲
悽
」
が
す
で
に
一
つ
の
熟
語
と
し
て
定
着
し
て
い
た

た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
「
悲
悽
」
お
よ
び
「
悽
悲
」
は
、

先
に
見
た
人
の
死
に
関
わ
る
用
例
と
同
様
、
い
ず
れ
も
形
容
詞
あ
る
い
は
動
詞

で
あ
り
、
名
詞
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
お
け
る
「
悲
恓
」

の
説
明
を
想
起
さ
せ
る
。

　

ま
た
、
墓
誌
銘
で
は
、
先
ほ
ど
見
た
李
華
の
「
寢
門
之
悲
、
悽
断w

呉
越q

」

の
よ
う
に
、「
悲
」、「
悽
」
は
単
独
に
用
い
ら
れ
な
が
ら
も
、
呼
応
的
に
一
文

の
中
に
配
置
さ
れ
る
例
も
多
く
見
ら
れ
る
）
9
（

。

痛
結
風
悲
、
悽
涼
旧
駕
。 

（「
大
唐
故
姚
君
墓
誌
銘
」
６

４

４

年
）

痛
結
風
悲
、
悽
涼
旧
帳
。

 

（「
唐
故
洛
州
河
南
県
崇
政
君
斉
夫
人
墓
誌
銘
并
序
」
６

４

６

年
）
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煢
獨
之
悲
、
悽
如w

霜
葉z

 

（
大
唐
鄭
公
典
籤
故
潘
府
君
墓
誌
銘
并
序
﹈
６

６

４

年
）

惸
獨
之
悲
、
悽
如w

霜
葉z

 

（「
唐
故
陪
戎
尉
周
君
墓
誌
銘
并
序
」
６

６

７

年
）

惸
獨
之
悲
、
悽
如w

霜
葉z

 

（「
大
唐
故
洛
州
趙
君
墓
誌
之
銘
」
６

６

８

年
）

惸
獨
之
悲
、
悽
如w
霜
葉z

 

（「
唐
故
李
夫
人
墓
誌
銘
并
序
」
６

６

９

年
）

煢
獨
之
悲
、
悽
如w

霜
葉z

 

（「
大
唐
故
陪
戎
尉
姚
君
墓
誌
銘
並
序
」
６

６

９

年
）

惸
獨
之
悲
、
悽
如w

霜
葉z

 

（「
唐
故
斉
州
歴
城
県
令
庫
狄
君
墓
誌
銘
并
序
」
６

７

０

年
）

惸
獨
之
悲
、
悽
如w

霜
葉z

 

（「
唐
故
処
士
任
君
并
夫
人
孫
氏
墓
誌
」
６

７

３

年
）

惸
獨
之
悲
、
悽
如w

霜
葉z

 

（「
唐
故
鄧
君
并
夫
人
陳
氏
墓
誌
銘
并
序
」
６

７

４

年
）

惸
獨
之
悲
、
悽
如w

霜
葉z

 

（「
唐
故
処
士
房
君
墓
誌
銘
并
序
」
６

７

５

年
）

特
に
「
惸
獨
之
悲
、
悽
如w

霜
葉q

」
は
、
す
で
に
一
つ
の
慣
用
表
現
と
な
っ
て

い
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
初
唐
の
あ
る
時
期
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
点
は
注

目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
表
現
は
一
時
的
に
流
行
し
、
墓
誌
銘

に
多
用
さ
れ
た
も
の
の
、
ほ
ど
な
く
姿
を
消
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、「
悲
悽
」
と
「
悽
悲
」
は
語
順
が
異
な
る
だ
け
で
、
意
味

に
差
は
な
い
と
み
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
は
人
の
死
を
悲
し
み
悼
む
表

現
と
し
て
、
祭
文
や
墓
誌
銘
な
ど
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
語
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
墓
誌
銘
の
作
者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
不
詳
で
あ
る
が
、
ｅ
の

神
道
碑
文
の
作
者
は
玄
宗
の
宰
相
と
も
な
っ
た
許
国
公
蘇
頲
で
あ
る
。
そ
の
文

才
は
『
新
唐
書
』「
列
伝
第
五
十
蘇
張
」
に
よ
れ
ば
、
燕
国
公
張
説
と
並
び
称

さ
れ
、「
燕
許
の
大
手
筆
」
と
も
讃
え
ら
れ
た
と
い
う
。
当
時
に
お
い
て
も
、

そ
の
影
響
力
は
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

上
代
文
学
が
中
国
の
墓
誌
類
を
受
容
し
た
こ
と
は
、
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
東
野
治
之
氏
は
、
中
国
の
墓
誌
銘
は
注
文
を
受
け
て
一
流
の
文
人
が
述

作
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
が
文
集
を
通
じ
て
文
章
の
一
ス
タ
イ
ル
と
し
て
日

本
で
受
容
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
）
10
（

。

　

ま
た
、
小
島
憲
之
氏
は
日
本
の
墓
誌
に
中
国
の
墓
誌
類
（
墓
誌
・
碑
文
・
弔

文
・
祭
文
・
行
状
・
哀
策
文
・
誄
な
ど
）
の
文
学
形
態
を
ま
ね
た
も
の
が
あ
る

と
論
じ
、
そ
の
中
、
北
周
の
庾
信
の
墓
誌
銘
を
明
ら
か
に
受
容
し
た
も
の
が
見

ら
れ
る
と
い
う
）
11
（

。
庾
信
の
文
集
『
庾
子
山
集
』
に
墓
誌
銘
や
神
道
碑
の
巻
が
あ

り
、
そ
の
伝
来
は
天
平
期
の
書
物
か
ら
確
認
さ
れ
て
お
り
、
中
国
の
墓
誌
銘
な

ど
が
日
本
に
伝
来
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ほ
か
に
、『
日
本
国
見
在
書

目
録
』「
四
十
惣
集
家
」
に
『
文
館
詞
林
』
千
巻
が
将
来
さ
れ
た
こ
と
も
確
認

で
き
る
。『
文
館
詞
林
』
は
早
く
か
ら
散
逸
し
、
今
は
数
十
巻
が
残
る
の
み
で

あ
る
が
、
そ
の
残
さ
れ
た
巻
に
、
例
え
ば
四
百
五
十
二
巻
な
ど
、
墓
誌
銘
を
主

と
し
た
巻
が
五
巻
も
見
ら
れ
る
。
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ｑ
ま
で
の
墓
石
銘
・
神
道
碑
の
諸
例
は
時
代
的
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
上
代
官
人
た
ち
の
目
に
触
れ
た
可
能
性
は
極
め
て

低
い
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
用
例
が
現
存
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
当
時
の
墓
誌
銘
・
神
道
碑
、
さ
ら
に
は
他
の
祭
文
や
誄
と
い
っ
た

文
学
形
態
に
お
い
て
も
「
悲
悽
」「
悽
悲
」
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
時
代
背

景
が
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

福
麻
呂
の
当
該
長
歌
に
は
、
実
は
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
漢
語
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
は
「
闇
夜
な
す 

思
ひ
迷
匍は

匐ひ

」
の
「
匍
匐
」
で
あ
る
。「
匍
匐
」
に
つ
い

て
の
使
用
実
態
は
よ
り
複
雑
で
あ
り
、
筆
者
は
稿
を
改
め
て
記
紀
万
葉
に
お
け

る
諸
例
を
考
察
し
て
論
述
す
る
予
定
の
た
め
、こ
こ
で
は
詳
細
を
省
く
が
、「
匍

匐
」
と
い
う
漢
語
は
、『
礼
記
』「
問
喪
」
に
お
い
て
親
の
死
の
場
面
に
用
い
ら

れ
て
以
来
、
人
の
死
に
際
し
て
悲
し
み
を
表
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
隋
ま
で
の
使
用
例
は
存
外
に
乏
し
く
、
し
か
も
用
い
ら
れ
る
場
合
は

例
外
な
く
親
の
死
の
場
面
に
限
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
墓
誌
銘
の
用
例
か
ら
見
る
と
、「
匍
匐
」
は
唐
に
入
っ
て
か
ら
使

用
例
が
一
気
に
増
え
、
や
が
て
親
の
死
と
い
う
限
定
さ
れ
た
場
面
か
ら
離
れ
、

身
分
や
地
位
に
関
係
な
く
、
親
し
い
人
の
死
の
場
面
に
も
自
由
に
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

一
方
、日
本
の
場
合
も
、記
紀
万
葉
に
お
い
て
親
の
死
で
は
な
い
場
面
で
「
匍

匐
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
用
法
は
初
唐
の
墓
誌
銘
と
一
致
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
上
代
文
学
が
初
唐
の
墓
誌
銘
を
受
容
し
た
こ
と
を
示
す
一
つ
の
証
拠

で
あ
ろ
う
。

三
　「
心
乱
」

別
而
裳 

復
毛
可
遭 

所
念
者 

心
乱 

吾
恋
目
八
方　
　

一
云
、　

意
尽
而

 

（
九
・
一
八
〇
五
）

　

反
歌
の
一
首
目
の
歌
の
第
四
句
が
「
心
乱
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
訓
み
「
こ

こ
ろ
み
だ
れ
て
」
が
定
訓
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
句
に
対
し
て
歌
の
最
後
に

「
一
云
意
尽
而
」
と
異
文
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
異
文
に
関
し
て
初

案
説
と
別
案
説
と
が
あ
り
、
今
日
は
初
案
説
が
一
般
的
な
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
節
で
は
、
仮
に
「
意
尽
し
て
」
が
初
案
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
福

麻
呂
が
最
終
的
に
「
心
乱
れ
て
」
と
い
う
表
現
、
さ
ら
に
「
心
乱
」
と
い
う
二

文
字
表
記
を
選
択
し
た
か
、
そ
の
語
性
の
観
点
か
ら
考
察
し
て
み
る
。

　
「
心
乱
れ
て
」
は
、
集
中
こ
の
一
例
し
か
な
く
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

『
万
葉
集
』
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
思
ひ
乱
れ
て
」
の
方
が
一
般
的
で
、

第
三
句
の
「
念
ほ
え
ば
」
と
重
複
を
避
け
る
た
め
に
第
四
句
を
「
心
乱
れ
て
」

と
表
現
し
た
可
能
性
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
看
過
で
き
な
い
の
は
、

歌
全
体
の
表
記
で
あ
る
。
四
句
目
を
除
き
、
例
え
ば
、
初
句
の
「
別
而
裳
」
の

よ
う
に
、
二
つ
の
助
詞
が
そ
れ
ぞ
れ
「
而
」「
裳
」
で
表
記
さ
れ
、
ほ
か
の
第
二
、

三
、
五
句
も
そ
れ
ぞ
れ
「
毛
」「
者
」「
目
」「
八
」「
方
」
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、

四
句
目
の
「
こ
こ
ろ
み
だ
れ
て
」
の
「
て
」
だ
け
が
省
略
さ
れ
、「
心
乱
」
と

二
文
字
の
み
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
、
長
歌
に
あ
っ
た
類
似
表
現
の
「
思
ひ
乱
れ
て
」
も
「
思
乱
而
」、
異

文
の
「
心
尽
く
し
て
」
も
「
意
尽
而
」
と
、「
て
」
が
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
考
慮
す
る
と
、「
心
乱
」
の
表
記
が
意
図
的
に
さ
れ
た
営
為
と
考
え
ざ
る
を

得
な
い
。

　

で
は
、
な
ぜ
福
麻
呂
が
こ
こ
に
意
図
的
に
「
心
乱
」
と
表
記
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、「
心
乱
」
が
漢
語
だ
か
ら
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

日
本
の
文
献
で
は
、「
心
乱
」
と
い
う
表
記
が
初
め
て
見
え
る
の
は
や
は
り

福
麻
呂
の
当
該
歌
で
あ
ろ
う
。『
万
葉
集
』
に
当
該
例
の
ほ
か
に
用
例
が
な
く
、

記
紀
に
お
い
て
も
漢
語
表
記
「
心
乱
」
も
和
語
「
心
乱
る
」
も
用
例
が
確
認
で

き
な
い
。
当
該
歌
以
外
、
和
語
「
心
乱
る
」
の
使
用
例
が
確
認
で
き
る
の
は
『
源

氏
物
語
』
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
『
源
氏
物
語
』
に
は
「
心
乱
る
」
を
用
い
た
表
現
が
二
十
六
例
も
見
ら
れ
、

そ
の
後
の
日
本
文
学
に
お
い
て
も
多
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
十
六

例
の
中
、
例
え
ば
、「
幻
」
巻
に
紫
の
上
が
亡
く
な
っ
た
後
、
源
氏
が
紫
の
上

に
仕
え
て
い
た
女
房
た
ち
に
自
分
の
悲
し
み
を
話
し
、

こ
れ
か
れ
、
か
く
て
、
あ
り
し
よ
り
け
に
目
馴
ら
す
人
々
の
今
は
と
て
行

き
別
れ
ん
ほ
ど
こ
そ
、
い
ま
一
際
の
心
乱
れ
ぬ
べ
け
れ
。
い
と
は
か
な
し

か
し
。

と
、
こ
れ
か
ら
親
し
い
人
と
死
別
し
た
時
は
一
層
心
が
乱
れ
る
だ
ろ
う
と
言
っ

て
い
る
。『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
も
、
人
に
死
な
れ
た
悲
し
み
を
「
心
乱
る
」

と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
心
乱
る
」
と
い
う
表
現
は
紫
式
部
が
ど
こ
か
ら
得
た
か
確
定
し
難
い
が
、

後
で
述
べ
る
よ
う
に
漢
語
「
心
乱
」
は
漢
籍
や
仏
典
に
は
数
多
く
見
ら
れ
る
漢

語
で
あ
る
。
式
部
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
慶
滋
保
胤
の
「
為
二
品
長
公
主
尊
子
四
十

九
日
御
願
文
」
に
、「
公
主
臨
終
之
間
、西
面
憑p

几
、寸
心
不

0

0

0p

乱0

、十
念
無p

休
」

と
あ
り
、
尊
子
内
親
王
の
死
に
際
に
「
一
寸
の
心
も
乱
れ
な
い
」
と
卓
越
し
た

仏
性
を
称
賛
し
た
表
現
が
見
え
る
。
ま
た
『
法
華
経
』
を
聴
講
し
た
後
の
そ
の

賦
に
も
、「
往
昔
無w

信
心a

無w

善
心a

其
心
或
乱0p

心0

」
と
見
え
、
当
時
は
仏

典
の
漢
語
「
心
乱
」
が
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

願
文
は
『
枕
草
子
』
に
「
書
は
、
文
集
。
文
選
。
新
賦
。
史
記
。
五
帝
本
紀
。

願
文
。
表
。
博
士
の
申
文
」
と
あ
る
よ
う
に
、
平
安
朝
の
知
識
人
た
ち
に
と
っ

て
必
読
の
も
の
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
紫
式
部
の
漢
文
教
養
が
高
い
こ
と
は
周
知

の
通
り
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
論
じ
る
ま
で
も
な
い
が
、
一
方
で
『
枕
草
子
』
で

は
「
集
は
古
万
葉
。
古
今
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
安
時
代
に
お
い
て
は
、

『
万
葉
集
』
も
必
須
的
な
教
養
で
あ
り
、『
源
氏
物
語
』
に
『
万
葉
集
』
の
受
容

が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
鈴
木
日
出
男
氏
）
12
（

に
よ
れ
ば
、『
源
氏
物
語
』
に
『
万
葉
集
』

か
ら
受
容
し
た
と
思
わ
れ
る
表
現
は
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
見
ら
れ
る
歌
を

除
い
て
も
、
巻
二
〜
巻
五
、
巻
七
〜
巻
十
二
、
二
十
巻
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
る
。

特
に
「
浮
舟
」
の
巻
で
、
薫
・
匂
宮
の
二
人
の
板
挟
み
と
な
っ
た
浮
舟
が
入
水

す
る
と
決
意
す
る
と
き
、
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昔
は
、
懸
想
す
る
人
の
あ
り
さ
ま
の
、
い
づ
れ
と
な
き
に
思
ひ
わ
づ
ら
ひ

て
だ
に
こ
そ
、
身
を
投
ぐ
る
た
め
し
も
あ
り
け
れ
。

と
い
う
描
写
に
関
し
て
、
鈴
木
氏
は
『
万
葉
集
』
巻
九
の
一
八
〇
九
〜
一
八
一

一
番
高
橋
虫
麻
呂
の
挽
歌
「
見
菟
原
処
女
墓
歌
一
首
并
短
歌
」
を
引
歌
と
し
て

掲
げ
て
い
る
。
た
だ
、
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
複
数
の
男
に
言
い
寄
ら

れ
た
女
が
、
思
い
あ
ぐ
ね
て
死
を
選
ん
だ
伝
説
を
詠
ん
だ
歌
は
集
中
に
も
ほ
か

に
多
く
見
る
）
13
（

。『
源
氏
物
語
』
の
当
該
箇
所
は
菟
原
処
女
の
こ
と
を
指
し
て
い

る
か
否
か
は
確
定
し
か
ね
る
が
、
も
し
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
虫
麻
呂
歌
の
す

ぐ
前
の
福
麻
呂
の
当
該
歌
も
無
論
式
部
の
目
に
触
れ
た
だ
ろ
う
。
た
と
え
引
歌

は
虫
麻
呂
の
歌
で
な
く
て
も
、
巻
二
か
ら
二
十
ま
で
『
万
葉
集
』
の
多
く
の
巻

の
受
容
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
紫
式
部
が
全
巻
の
『
万
葉
集
』
を
読
ん
だ
可
能

性
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　

そ
う
な
る
と
、
紫
式
部
の
「
心
乱
る
」
表
現
は
福
麻
呂
の
歌
か
ら
習
っ
た
可

能
性
も
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。
た
だ
、
後
で
見
る
仏
典
に
お
け
る
漢
語
「
心
乱
」

の
用
例
と
、
先
ほ
ど
確
認
し
た
平
安
朝
の
仏
典
受
容
の
時
代
背
景
を
考
慮
す
れ

ば
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
心
乱
る
」
表
現
は
、
福
麻
呂
歌
か
ら
の
影
響

も
否
定
は
で
き
な
い
が
、
む
し
ろ
願
文
や
仏
典
と
の
関
連
を
想
定
す
る
方
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。

　

漢
籍
に
お
い
て
、「
心
乱
」
は
よ
く
見
ら
れ
る
漢
語
で
、
例
え
ば
、
後
漢
張

仲
景
『
傷
寒
論
』
に
は
「
汗
家
重
発p

汗
、
必
恍
惚
心
乱

0

0

」
と
の
記
載
が
あ
り
、

「
心
乱
」
の
語
は
す
で
に
こ
の
時
期
に
見
え
る
。
こ
の
「
心
乱
」
は
生
理
的
症

状
で
あ
る
。

　

ま
た
、例
え
ば
、『
玉
台
新
詠
』
に
も
『
文
選
』
に
も
収
載
さ
れ
た
陸
機
の
「
為

顧
客
彦
先
贈
婦
二
首
」
の
一
に
、

隆
思
乱w

心
曲a

沈
歓
滞
不p

起
。
歡
沈
難w

尅
興a

心
乱

0

0

誰
為
理
。

 

（『
文
選
』
二
十
四
巻
、
贈
答
）

の
よ
う
な
使
用
例
も
確
認
で
き
る
。
二
首
は
、
都
に
い
る
夫
が
侘
し
さ
を
述
べ
、

故
郷
に
居
残
る
妻
へ
の
思
い
を
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
。
こ
こ
の
四
句
の
大
意
は
、

「
さ
か
ん
な
悲
し
み
は
こ
こ
ろ
の
奥
ま
で
を
も
乱
し
、
そ
の
た
め
に
歓
び
は
沈

み
滞
っ
て
起
こ
す
こ
と
が
で
き
ぬ
。
歓
の
心
が
沈
ん
で
な
か
な
か
興
じ
が
た
く
、

乱
れ
た
心
を
何
と
て
理
め
と
と
の
え
ら
れ
よ
う
ぞ
）
14
（

」
で
あ
り
、
こ
こ
の
「
心
乱
」

は
、
妻
へ
の
思
い
が
繁
く
心
を
乱
し
、
と
て
も
憂
鬱
で
落
ち
着
か
な
い
意
で
あ

ろ
う
。

　

一
方
、「
心
乱
」
は
漢
訳
仏
典
語
で
も
あ
り
、
仏
典
に
は
夥
し
く
見
え
、
例

え
ば
、「
我
若
心
乱
不p

入w

静
慮
波
羅
蜜
多q

」（『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第

一
百
二
、
初
分
攝
受
品
第
二
十
九
之
四
）
の
よ
う
な
例
が
殆
ど
で
、
集
中
力
が

無
い
状
態
で
、
心
が
定
ま
ら
な
い
煩
悩
の
意
で
、
い
わ
ゆ
る
随
煩
悩
の
「
散
乱
」

に
当
た
る
表
現
で
あ
る
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
に
、
悲
し
み
を
表
現
す
る
際
に
も
仏
典
で
の
使
用
も
指
摘

で
き
る
。
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苦
痛
逼
迫
。
或
悩
或
死
。
憂
悲
称p

怨
。
啼
哭
号
呼
。
心
乱

0

0

発
狂
。

 

（『
雜
阿
含
経
』
巻
第
十
七
）

　

ほ
か
に
、『
法
苑
珠
林
』
等
に
収
め
ら
れ
た
摩
訶
羅
陀
と
い
う
大
王
の
第
三

子
薩
埵
王
子
（
釈
迦
の
前
世
）
が
飢
え
た
虎
の
親
子
に
自
ら
の
肉
体
を
投
じ
た

話
で
あ
る
が
、
大
王
が
そ
れ
を
聞
い
て
悲
し
さ
の
あ
ま
り
気
絶
し
た
。
そ
の
後

釈
迦
が
唱
え
た
偈
に
、

四
向
顧
望
、
求w

覓
其
子z

煩
惋
心
乱

0

0

、
靡p

知p

所p

在
。

と
あ
り
、
悲
し
み
の
あ
ま
り
に
も
だ
え
恨
ん
で
心
が
乱
れ
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、「
心
乱
」
は
人
の
死
を
悲
し
ん
で
心
が
乱
れ
る
表
現
と
し
て
墓
誌

銘
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。「
大
唐
故
韋
夫
人
墓
誌
銘
」

（
七
四
二
年
）
に
「
情
荒
無

0

0

0p

緒0

、
心
乱
奚
述

0

0

0

0

。
瞻
望
不p

及
、
涕
淚
交
溢
」
と

あ
り
、
情
が
荒
れ
、
心
が
乱
れ
て
何
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
何
を
述
べ
て

い
い
か
も
分
か
ら
な
い
意
で
あ
る
。

　

こ
の
韋
夫
人
の
名
は
韋
貞
範
で
、
譲
皇
帝
李
憲
の
十
一
番
目
の
子
で
あ
る
李

琯
の
母
で
あ
る
。
墓
誌
銘
の
作
者
は
李
琯
の
兄
で
、
李
憲
の
長
子
に
あ
た
る
汝

陽
郡
王
李
璡
で
あ
る
。
ま
た
、
墓
誌
銘
の
書
丹
者
は
元
豫
と
い
う
人
物
で
あ
り
、

墓
誌
銘
に
よ
れ
ば
李
琯
の
従
兄
に
あ
た
る
。

　

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
李
璡
と
元
豫
が
制
作
に
関
わ
っ
た
墓
誌
銘
が
、
こ

の
一
例
だ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
、
陝
西
省
で
新
た
に
墓
誌

銘
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
は
元
大
謙
と
羅
婉
順
と
い
う
人
物
の
墓
誌
銘
で
あ
り
、

制
作
年
代
は
天
宝
六
年
（
七
四
七
年
）
で
あ
る
。
二
つ
の
墓
誌
銘
文
は
い
ず
れ

も
李
璡
の
作
で
、
書
丹
者
は
そ
れ
ぞ
れ
顔
真
卿
と
元
豫
で
あ
っ
た
。

　

元
豫
に
つ
い
て
は
史
書
な
ど
の
文
献
に
記
載
が
な
い
が
、
出
土
後
、
そ
の
書

は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
）
15
（

。
加
え
て
、
二
誌
の
書
丹
者
と
し
て
顔
真
卿
と
元
豫

が
並
列
起
用
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、
元
豫
の
書
が
当
時
す
で
に
相
応
の
評
価
を

受
け
て
い
た
こ
と
を
示
唆
さ
れ
よ
う
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
現
存
す
る
盛
唐
ま
で
の
墓
誌
銘
に
、
人
の
死
に
ま
つ
わ
る

「
心
乱
」
は
一
例
し
か
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
使
用
例
は
、

他
に
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
李
璡
の
よ
う
な
名
望
あ
る
人
物
で
あ

れ
ば
、
そ
の
墓
誌
銘
は
制
作
直
後
か
ら
文
章
と
し
て
知
人
や
文
人
の
間
で
流
布

し
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　
「
心
乱
」
の
ほ
か
に
「
情
乱
」
の
漢
語
も
見
ら
れ
、
仏
典
に
は
「
情
乱
荒
迷
」

の
表
現
も
見
え
る
。『
大
般
涅
槃
経
後
分
』
に
釈
迦
如
来
が
涅
槃
し
た
後
の
悲

し
み
を
描
く
偈
が
あ
り
、
そ
の
中
に
、

即
知w

如
来
已
涅
槃a

故
我
疾
来
已
不p

見
。

世
尊
大
悲
不p

普p

我
、
令p

我
不p

見w

仏
涅
槃z

不p

蒙w

一
言
相
教
告a

我
今
孤
露
何
所
依
。

世
尊
我
今
大
痛
苦
、
情
乱

0

0

迷
悶
昏
濁
心
。

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
の
「
情
乱
」
は
正
に
心
が
乱
れ
る
意
で
あ
り
、「
心
乱
」
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の
類
語
と
見
て
良
か
ろ
う
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、「
心
乱
」
も
「
情
乱
」
も
人
の
死
を
悼
む
時
に
使

用
さ
れ
る
性
格
を
も
つ
漢
語
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

次
は
一
云
の
「
意
尽
し
て
」
と
い
う
表
現
を
確
認
す
る
。
集
中
「
こ
こ
ろ
つ

く
す
」
と
い
う
表
現
は
当
該
歌
を
含
め
て
八
例
あ
り
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

イ 

念
ふ
ら
む 

人
に
あ
ら
な
く
に 
ね
も
こ
ろ
に 

情
尽
而 

恋
ふ
る
吾
か
も

 

（
四
・
六
八
二
、
大
伴
家
持
）

ロ 

う
は
へ
な
き 

妹
に
も
あ
る
か
も 
か
く
ば
か
り 

人
情
乎 

令
尽
念
者

 
（
四
・
六
九
二
、
大
伴
家
持
）

ハ 

水
底
に 

沈
く
白
玉 

誰
が
故
に 

心
尽
而 

吾
が
念
は
な
く
に

 

（
七
・
一
三
二
〇
、
作
者
未
詳
）

ニ 

手
も
す
ま
に 

殖
ゑ
し
芽
子
に
や 

還
り
て
は 

見
れ
ど
も
飽
か
ず 

情
将
尽

 

（
八
・
一
六
三
三
、
作
者
未
詳
）

ホ 

別
れ
て
も 

復
も
遭
ふ
く 

念
ほ
え
ば 

心
乱
れ
て 

吾
恋
ひ
め
や
も 
一
云
、

意
尽
而 

（
九
・
一
八
〇
五
、
田
辺
福
麻
呂
）

ヘ 

み
を
つ
く
し 

心
尽
而 

念
へ
か
も 

こ
こ
に
も
も
と
な 

夢
に
し
見
ゆ
る

 

（
十
二
・
三
一
六
二
、
作
者
不
詳
）

ト 

ち
ち
の
実
の 

父
の
み
こ
と 

は
は
そ
葉
の 

母
の
み
こ
と 

お
ほ
ろ
か

に 

情
尽
而 

念
ふ
ら
む
…
… 

（
十
九
・
四
一
六
四
、
大
伴
家
持
）

チ 

世
間
の 

常
な
き
こ
と
は 

知
る
ら
む
を 

情
尽
莫 

大
夫
に
し
て

 

（
十
九
・
四
二
一
六
、
大
伴
家
持
）

　

八
例
の
中
、
ハ
、
ニ
、
へ
は
作
者
不
詳
の
歌
で
あ
り
、
イ
、
ロ
、
ト
、
チ
は

家
持
の
歌
で
あ
る
。
ま
た
、
ニ
は
作
者
が
確
認
で
き
な
い
が
、
題
詞
「
或
者
贈

尼
歌
二
首
」
と
、
そ
の
後
の
一
六
三
五
番
歌
の
題
詞
「
尼
作
頭
句
并
大
伴
宿
祢

家
持
所
誂
尼
続
末
句
等
和
歌
一
首
」
か
ら
家
持
周
辺
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
五
つ
の
家
持
周
辺
歌
の
表
記
が
す
べ
て
「
情
尽
」

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ハ
と
へ
の
歌
は
作
者
が
分
か
ら
な
い
が
、『
万
葉
集
釈

注
』
は
巻
七
と
巻
十
二
の
歌
の
配
列
を
考
慮
し
、
こ
の
二
首
は
い
ず
れ
も
奈
良

期
の
「
今
」
の
時
代
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
家
持
の
時
代
な
の
で
あ
る
。

二
首
は
巻
が
異
な
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
心
尽
」
の
表
記
に
統
一
し
て
い
る
。

ま
た
、
当
該
の
福
麻
呂
歌
集
歌
は
集
中
唯
一
の
「
意
尽
」
の
表
記
を
用
い
て
い

る
。
福
麻
呂
も
家
持
と
同
じ
時
代
で
あ
る
か
ら
、「
こ
こ
ろ
つ
く
す
」
と
い
う

表
現
は
奈
良
期
に
入
っ
て
か
ら
歌
に
現
れ
始
め
た
こ
と
に
な
る
。

　
『
万
葉
こ
と
ば
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
奈
良
天
平
期
の
歌
人
に
よ
っ
て
心
の
表

現
が
豊
か
に
さ
れ
、
多
彩
な
形
で
具
体
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ

の
中
、
と
り
わ
け
家
持
が
果
た
し
た
役
割
が
大
き
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
八
例

の
う
ち
四
首
が
家
持
の
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
こ
こ
ろ
つ
く
す
」
表
現
は
家

持
が
比
較
的
早
い
段
階
で
用
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
八
首
の
中
、
イ
ロ
ハ

ニ
へ
は
恋
歌
で
あ
り
、
ホ
は
弟
に
対
す
る
愛
情
で
、
ト
は
親
の
子
に
対
す
る
愛

情
で
あ
り
、
チ
は
子
が
親
に
対
す
る
愛
情
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
集
中
の
「
こ

こ
ろ
つ
く
す
」
表
現
は
、
主
に
親
し
い
人
に
対
し
て
心
を
傾
け
る
場
合
に
使
わ
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れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
用
例
は
当
該
の

福
麻
呂
歌
集
歌
の
ほ
か
、
死
と
の
関
わ
り
は
見
ら
れ
な
い
。

　
『
万
葉
集
』
だ
け
で
は
な
く
、
古
代
日
本
文
学
に
は
、
翻
訳
語
が
数
多
く
含

ま
れ
て
お
り
、
一
見
し
て
和
語
と
見
ま
が
う
が
、
実
は
翻
訳
語
で
あ
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
う
る
こ
と
に
つ
い
て
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
16
（

。
こ
こ
で
は
、「
こ

こ
ろ
つ
く
す
」
と
い
う
和
語
が
も
し
漢
語
か
ら
の
翻
読
語
だ
っ
た
場
合
、
そ
の

漢
語
の
語
性
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
「
こ
こ
ろ
つ
く
す
」
は
漢
語
か
ら
翻
読
さ
れ
た
表
現
だ
と
す
る
な
ら
、
そ
の

元
の
漢
語
は
「
尽
心
」
ま
た
は
「
尽
情
」
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
「
尽
心
」、「
尽
情
」
は
古
く
か
ら
用
例
の
見
ら
れ
る
漢
語
で
あ
る
。『
孟
子
』

に
は
「
尽
心
」
篇
が
あ
り
、
ま
た
「
梁
惠
王
上
」
に
「
寡
人
之
於p

国
也
、
尽p

心

焉
耳
矣
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
『
後
漢
書
』「
杜
詩
伝
」
に
も
「
詩
身
雖p

在p

外
、

尽p

心w

朝
廷q

」
と
見
え
、
い
ず
れ
も
国
の
民
衆
や
朝
廷
に
対
し
て
心
を
尽
く

す
意
で
あ
る
。

　

ま
た
、
上
代
官
人
た
ち
が
熟
読
し
て
い
た
『
文
選
』
や
『
芸
文
類
聚
』
に
も

そ
の
使
用
例
が
多
く
見
ら
れ
、
例
を
あ
げ
れ
ば
、『
芸
文
類
聚
』
巻
二
十
人
部

四
「
孝
」
に
、「
黄
香
父
為w

郡
五
官a

貧
無w

奴
僕a

香
躬
執w

勤
苦a

尽p
心

供
養
」
と
見
え
、
子
が
心
を
傾
け
て
親
を
養
う
意
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
恋
の
詩
文
で
は
「
尽
心
」
の
用
例
が
非
常
に
少
な
い
よ
う
で
、
せ

い
ぜ
い
宋
玉
「
神
女
賦
」
の
次
の
一
例
し
か
見
当
た
ら
な
い
。

余
が
幬
を
褰
げ
て
御
せ
ん
と
請
い
、
心
の
惓
惓
た
る
を
尽
く
さ
ん
と
願
う
。

貞
亮
の
潔
清
を
懐
き
、
卒
に
我
と
相
難
し
。

 

（『
文
選
』
巻
十
九
賦
癸
、
情
）

　

こ
の
賦
は
楚
の
襄
王
が
夢
で
巫
山
の
神
女
と
会
っ
て
求
愛
し
た
が
、
神
女
に

断
ら
れ
た
内
容
で
あ
る
。
当
該
句
は
「
私
が
カ
ー
テ
ン
を
掲
げ
て
中
に
誘
い
寵

愛
し
た
く
、
心
の
丈
を
尽
く
し
た
い
と
思
う
と
、
神
女
は
正
し
く
清
潔
な
志
を

抱
い
て
、
こ
ち
ら
に
来
る
こ
と
を
ど
う
し
て
も
承
知
し
な
い
）
17
（

」
意
で
あ
る
。
こ

こ
の
「
尽
心
」
は
、
襄
王
が
神
女
に
対
し
て
愛
情
を
尽
く
し
た
意
で
あ
り
、
家

持
歌
な
ど
の
歌
に
お
け
る
親
し
い
人
、
ま
た
は
憧
れ
の
人
に
対
し
て
心
を
尽
く

す
意
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
神
女
賦
」
は
、
上
代
文
学
に
受
容
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
す
で
に
指

摘
）
18
（

が
あ
り
、
家
持
の
歌
に
も
そ
の
受
容
が
見
ら
れ
る
と
い
う
）
19
（

。
た
だ
、
宋
玉
の

賦
で
は
「
尽
心
」
の
よ
う
に
「
心
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
家
持
周
辺
歌
で
は

「
心
」
の
表
記
が
見
え
な
い
。
も
し
家
持
が
宋
玉
の
賦
か
ら
「
尽
心
」
を
学
ん

で
歌
に
用
い
た
と
す
れ
ば
、
歌
に
「
情
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
方
、
漢
語
「
尽
情
」
も
漢
籍
に
多
く
見
ら
れ
、
例
え
ば
、『
遊
仙
窟
』
に
「
伏

願
歡
楽
尽p

情
、
死
無p

所p

恨
」
と
見
え
る
。
主
人
公
の
張
文
成
が
十
娘
に
答

え
て
言
っ
た
内
容
で
あ
る
が
、「
ど
う
か
思
い
の
ま
ま
、
歓
楽
を
尽
く
す
こ
と

が
で
き
る
な
ら
ば
、
死
ん
で
も
恨
み
と
は
思
い
ま
せ
ん
）
20
（

」
の
よ
う
に
、
こ
こ
の

「
尽
情
」
は
、
心
の
欲
す
る
ま
ま
、
思
う
存
分
、
の
意
で
あ
り
、
語
の
性
格
が

少
し
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
上
代
官
人
た
ち
の
『
遊
仙
窟
』
受
容
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に
関
す
る
指
摘
は
多
く
、
こ
こ
で
は
詳
細
を
省
く
が
、
家
持
ら
が
『
遊
仙
窟
』

を
読
ん
だ
こ
と
、
更
に
「
尽
情
」
を
知
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

池
添
博
彦
氏
）
21
（

に
よ
れ
ば
、
集
中
「
こ
こ
ろ
」
と
訓
む
語
は
二
八
六
語
あ
り
、

漢
字
一
字
で
は
、「
情
」
一
一
八
例
、「
心
」
一
一
七
例
、「
意
」
一
三
例
、「
神
」

三
例
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、『
万
葉
こ
と
ば
辞
典
』
で
は
、
集
中
巻
十
七
〜

巻
二
十
の
四
巻
に
「
情
」
二
二
例
、「
心
」
七
例
で
、
家
持
関
係
歌
の
多
い
巻

四
に
は
「
情
」
二
四
例
、「
心
」
一
一
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
家
持
周
辺
で
は
「
情
」

の
方
が
好
ま
れ
た
ら
し
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
家
持
が

漢
語
か
ら
「
こ
こ
ろ
つ
く
す
」
を
形
成
し
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、「
尽
情
」
を

学
び
そ
の
ま
ま
翻
訳
的
に
詠
み
込
ん
だ
の
か
、
あ
る
い
は
「
尽
心
」
を
学
ん
だ

う
え
で
「
心
」
を
自
ら
の
好
む
「
情
」
に
置
き
換
え
て
用
い
た
の
か
、
さ
ら
に

検
討
を
要
す
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
こ
こ
ろ
つ
く
す
」
と
い
う
表
現
の
典
拠
を
求
め
る
場
合
、

ま
ず
「
尽
心
」
も
し
く
は
「
尽
情
」
を
念
頭
に
置
く
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
尽
意
」
も
漢
籍
に
多
く
見
ら
れ
る
漢
語
で
あ
る
が
、『
大
漢
和
辞
典
』

と
『
漢
語
大
詞
典
』
が
説
く
よ
う
に
「
意
見
、
気
持
ち
を
暢
達
す
る
」
と
「
心

情
を
尽
く
す
」
と
二
つ
の
意
味
が
見
え
、
初
唐
以
前
の
文
献
に
お
い
て
は
主
に

「
言
不p

尽p

意
」
の
よ
う
に
「
意
見
や
気
持
ち
を
十
分
に
表
す
」
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
心
を
尽
く
す
」
意
の
使
用
例
は
、
中
唐
に
至
っ
て

元
稹
の
「
遣
春
三
首
」
の
一
首
目
の
「
逢p

酒
判w

身
病a

拈p

花
尽w

意
憐q

」

に
初
め
て
現
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
集
中
唯
一
の
福
麻
呂
歌
集
歌
に
あ
る
「
意
尽
」

の
表
記
は
、
漢
語
「
尽
意
」
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
変
字

法
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
反
歌
二
首
の
歌
に
「
こ
こ

ろ
」
と
い
う
言
葉
は
次
の
よ
う
に
三
箇
所
あ
り
、

別
れ
て
も 

復
も
遭
ふ
く 

念
ほ
え
ば 

心
乱 

吾
恋
ひ
め
や
も 

一
云
、
意
尽

而あ
し
ひ
き
の 

荒
山
中
に 

送
り
置
き
て 

還
ら
ふ
見
れ
ば 

情
苦
喪

そ
れ
ぞ
れ
重
な
ら
な
い
よ
う
に
、
意
図
的
に
漢
字
を
変
え
て
、
表
記
を
多
彩
に

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
述
べ
よ
う
に
、
福
麻
呂
歌
の
表
記
の
特

徴
の
一
つ
が
特
殊
な
用
字
を
使
っ
て
表
記
を
豊
か
に
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
も
し
異
文
の
「
意
尽
し
て
」
が
初
案
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
福
麻
呂
が

「
心
乱
れ
て
」
に
改
め
た
理
由
や
そ
の
過
程
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
か
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
天
平
期
の
歌
人
た
ち
は
積
極
的
に
心
の
表
現
を
豊
か

に
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
表
現
の
中
に
家
持
の
よ
う
に

中
国
の
文
献
か
ら
漢
語
を
学
び
、
歌
に
詠
み
込
ん
だ
も
の
も
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
家
持
と
の
交
流
が
深
か
っ
た
福
麻
呂
も
、
積
極
的
に
家
持
と
同
じ
よ
う
な

姿
勢
を
取
っ
た
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。
書
吏
）
22
（

を
務
め
た
福
麻
呂
に
と
っ
て
、

中
国
の
文
献
に
散
見
す
る
「
心
乱
」
を
目
に
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
。

　

ま
た
、「
尽
心
」・「
尽
情
」
は
悲
し
い
場
面
や
人
の
死
に
関
わ
る
用
例
が
あ

ま
り
な
く
、
日
本
の
文
献
に
お
い
て
も
「
こ
こ
ろ
つ
く
す
」
が
人
の
死
に
ま
つ
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わ
る
用
例
は
他
に
見
当
た
ら
な
い
）
23
（

。
一
方
、「
心
乱
」
は
非
常
に
悲
し
い
場
面
、

ひ
い
て
は
人
の
死
を
悲
し
む
場
合
に
も
用
い
ら
れ
た
漢
語
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

福
麻
呂
は
当
該
歌
を
創
作
・
推
敲
す
る
過
程
で
、
最
初
に
用
い
た
「
こ
こ
ろ
つ

く
す
」
の
表
現
を
諦
め
、
人
の
死
に
際
し
て
悲
し
み
を
表
現
す
る
語
性
を
持
つ

「
心
乱
」
を
「
心
乱
る
」
と
翻
読
し
、
歌
に
置
き
換
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

こ
で
敢
え
て
「
て
」
の
表
記
を
用
い
な
い
こ
と
も
、「
心
乱
」
が
漢
語
で
あ
る

こ
と
を
示
唆
す
る
意
図
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
「
心
乱
る
」
と
い
う
表
現
は
、
漢
語
を
歌
に
詠
み
込
も
う
と
し
た
奈
良
天
平

期
の
歌
人
の
創
作
姿
勢
が
結
実
し
た
、
一
つ
の
到
達
点
な
の
で
あ
ろ
う
。

四
　「
情
苦
」

　

こ
の
節
で
は
反
歌
二
首
目
の
結
句
「
情
苦
」
の
表
記
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

結
句
の
「
情
苦
喪
」
も
諸
注
に
異
訓
が
見
え
ず
、
共
に
「
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
も
」

と
訓
ま
れ
て
い
る
。
助
詞
「
も
」
に
挽
歌
ゆ
え
の
連
想
的
用
字
「
喪
」
を
当
て

た
こ
と
に
つ
い
て
、
す
で
に
奥
村
和
美
氏
の
前
掲
論
文
に
指
摘
が
あ
り
、
こ
こ

で
は
論
述
を
省
く
が
、「
情
苦
」
も
、
や
は
り
福
麻
呂
の
意
図
に
よ
る
表
記
と

考
え
ら
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
「
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
」
と
い
う
日
本
語
の
表
現
は
、
集
中
当
該
歌
一

例
し
か
見
え
ず
、
上
代
文
学
に
お
い
て
も
そ
の
使
用
例
が
確
認
で
き
ず
、
平
安

時
代
に
入
っ
て
『
竹
取
物
語
』
に
そ
の
表
現
が
ま
た
見
ら
れ
始
め
る
の
で
あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、「
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
」
と
い
う
表
現
も
福
麻
呂
が
最
初
に
日
本

語
に
用
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
も
漢
語
か
ら
の
翻
訳
語
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
反
歌
の
「
こ
こ
ろ
」
の
漢
字
表
記
は
、
変
字
法
の

手
法
を
取
っ
て
お
り
、「
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
」
は
「
情
苦
」
の
ほ
か
、
類
語
の
「
心

苦
」「
意
苦
」
も
考
え
ら
れ
る
。

　
「
情
苦
」
は
日
中
の
辞
書
で
は
立
項
さ
れ
て
お
ら
ず
、
漢
籍
に
お
い
て
も
さ

ほ
ど
多
く
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、『
文
心
雕
龍
』
巻
七
「
鎔
裁
」
に
「
乃
情
苦

芟
繁
也
」
と
見
え
、「
繁
多
な
字
句
を
刈
り
取
る
の
に
心
理
的
に
苦
労
し
た
」

の
よ
う
な
意
で
あ
り
、
語
意
が
少
し
異
な
る
。

　

一
方
、
詩
歌
の
場
合
、
例
え
ば
、
謝
霊
運
「
相
逢
行
」
に
「
心
慨
栄
去
速
、

情
苦
憂
来
早
」
が
あ
り
、「
心
慨
」
と
「
情
苦
」
が
対
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ

の
「
情
苦
」
は
心
が
つ
ら
く
切
な
い
意
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
中
唐
に
下
る
が
、「
情
苦
」
は
墓
誌
銘
に
も
二
例
ほ
ど
確
認
で
き
る
。

そ
れ
ぞ
れ
、

Ａ 

巳
去w

河
北a

未p

至w

河
南a

路
遭p

喪p

親
、
情
苦

0

0

骨
立
、
捧w

叩
屍
柩a

口
舐w

涎
唾z

 

（「
唐
故
河
南
府
新
安
縣
令
張
公
墓
誌
」
７

７

１

年
）

Ｂ
家
貧
身
賤
、
情
苦

0

0

願
乖
。
礼
有w

従
宜a

号
乞w

集
事z

 

（「
唐
故
揚
府
兵
曹
參
軍
隴
西
縣
國
公
先
府
君
墓
誌
」
７

７

９

年
）

と
あ
り
、
両
例
と
も
心
に
苦
し
く
思
う
意
と
理
解
で
き
る
。
例
え
ば
、
Ａ
は
河

北
か
ら
河
南
に
向
か
う
途
中
で
親
を
亡
く
し
、
心
が
悲
し
く
て
痩
せ
衰
え
た
意



1043（260）

で
あ
り
、「
情
苦
」
は
家
族
を
亡
く
し
た
悲
し
み
を
表
現
す
る
漢
語
で
も
あ
る

こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。

　

一
方
、
類
語
の
「
心
苦
」
の
ほ
う
が
文
献
に
お
い
て
よ
り
多
く
見
ら
れ
、
例

え
ば
、
四
部
叢
刊
『
易
林
』
に
、

山
林
麓
藪
、
非w
人
所
処z

鳥
獣
無p

礼
、
使p

我
心
苦

0

0

。 

（
巻
一
）

鼎
易w

其
耳a

熱
不p
可p
挙
。
大
路
壅
塞
、
旅
人
心
苦

0

0

。 

（
巻
五
）

慈
母
望p

子
、
遥
思
不p
已
。
久
客w

外
野a

使p

我
心
苦

0

0

。 

（
巻
八
）

な
ど
と
あ
り
、
初
唐
沈
佺
期
の
「
王
昭
君
」
詩
に
「
心
苦
無w

聊
頼a

何
堪
上

馬
辞
」
が
見
え
る
。
ま
た
、『
芸
文
類
聚
』
三
十
五
巻
人
部
十
九
貧
の
「
貧
家
賦
」

に
も
「
至w

日
中q

而
不p

熟
、
心
苦
苦
而
飢
懸
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
心
苦
」

は
先
に
見
た
「
情
苦
」
と
同
じ
意
で
、
心
が
切
な
い
、
悲
し
む
意
と
理
解
し
て

よ
か
ろ
う
。

　
「
心
苦
」
は
仏
典
語
で
も
あ
り
、
漢
訳
仏
典
に
、

如
是
身
苦
、
心
苦

0

0

、
善
從
、
善
生
。 

（『
中
阿
含
経
』
巻
第
四
十
五
）

有w

二
種
苦a

一
者
、
身
苦
。
二
者
、
心
苦

0

0

。
是
諸
聖
人
以w

智
慧
力
故a

無w

復
憂
愁
、
嫉
妬
、
瞋
恚
等
心
苦

0

0z
 

（『
大
智
度
論
』
巻
第
二
十
三
）

な
ど
使
用
例
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
「
心
苦
」
は
「
身
苦
」
と
二
苦

と
呼
ば
れ
、
憂
愁
・
嫉
妬
・
瞋
恚
な
ど
の
精
神
上
の
苦
を
い
う
。
し
か
し
一
方
、

仏
見w

衆
生
煩
悩
患a

心
苦

0

0

如e

母
念w

病
子z

 

（『
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
三
十
二
）

と
あ
る
よ
う
に
、
心
が
切
な
く
、
悲
し
む
意
と
思
わ
れ
る
使
用
例
も
確
認
で
き

る
。
さ
ら
に
、

譬
如w

有
人
父
母
卒
喪
身
心
苦
痛

0

0

0

0z

惡
魔
亦
爾
。

 

（『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
四
百
五
十
八
）

の
よ
う
に
、
父
母
の
死
に
際
し
て
「
身
心
」
が
「
苦
痛
」
す
る
、
す
な
わ
ち
人

の
死
を
悲
し
む
場
合
に
も
「
心
苦
」
の
よ
う
な
表
現
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
注

意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
時
代
が
少
し
下
る
と
、
盛
唐
顔
真
卿
の
神
道
碑
に
、

柳
侯
掐p

膺
永
悼
、気
索
神
傷
、心
苦

0

0

而
忽
然
忘p

生
、泣
尽
而
継p

之
以p

血
。

 

（
顔
真
卿
「
和
政
公
主
神
道
碑
」
７

６

４

年
）

と
あ
り
、
さ
ら
に
中
唐
・
晩
唐
に
下
る
と
、
墓
誌
銘
に
も
、

窀
穸
之
事
、
臨p

穴
是
覩
。
霜
切
野
寒
、
風
悲
心
苦

0

0

。

 

（「
大
唐
故
王
府
君
墓
誌
銘
」
７

７

０

年
）

夫
人
洛
陽
羅
氏
、
温
淑
閑
茂
、
礼
法
克
修
。
昼
哭
声
悲
、
素
帷
心
苦

0

0

。
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（「
大
唐
故
石
府
君
墓
誌
銘
」797

年
）

俯
視
号
殞
、
北
望
心
苦

0

0

。
携p

孤
護p

喪
、
帰w

於
洛
土z

 
（「
唐
故
潤
州
延
陵
県
丞
李
府
君
夫
人
東
平
呂
氏
墓
誌
銘
」
８

２

５

年
）

遘p
疚
而
逝
、
長
夜
悠
悠
。
邙
山
之
北
、
終w

此
千
古z

黃
鳥
成p

詩
、
使p

我

心
苦
。 
（「
大
唐
左
千
牛
衛
崔
録
事
夫
人
京
兆
韋
氏
墓
誌
」
８

４

３

年
）

と
あ
る
よ
う
に
、
人
の
死
を
悲
し
む
場
合
に
「
心
苦
」
が
用
い
ら
れ
る
例
が
確

認
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
「
心
苦
」
の
用
法
は
唐
代
に
限
ら
れ
、
他
の

時
代
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　

以
上
よ
り
、「
情
苦
」・「
心
苦
」
が
人
の
死
を
悼
む
際
に
用
い
ら
れ
る
性
格

を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
た
だ
し
、
墓
誌
銘
お
よ
び
神
道
碑
に
見

ら
れ
る
「
情
苦
」・「
心
苦
」
の
使
用
例
は
、
福
麻
呂
の
作
歌
時
代
よ
り
や
や
後

に
な
る
た
め
、
福
麻
呂
が
そ
れ
ら
を
直
接
目
に
し
た
可
能
性
は
な
い
。

　

現
段
階
で
は
、
年
代
的
に
顔
真
卿
の
神
道
碑
よ
り
古
い
用
例
は
確
認
で
き
ず
、

福
麻
呂
が
参
考
に
し
た
文
献
を
特
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
か
し
、
人
の

死
に
ま
つ
わ
る
上
代
の
文
献
に
お
け
る
珍
し
い
「
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
」
の
表
現
は
、

漢
語
の
「
情
苦
」・「
心
苦
」
か
ら
の
翻
読
語
で
あ
る
可
能
性
を
提
起
し
て
お
き

た
い
。
新
た
な
墓
誌
銘
な
ど
の
出
土
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
古
い
年
代
の
用
例
が

発
見
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

五
　
終
わ
り
に

　

以
上
、
田
辺
福
麻
呂
歌
集
の
「
哀
弟
死
去
作
歌
一
首
并
短
歌
」
本
文
に
散
見

す
る
漢
語
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
結
果
、
そ
れ
ら
の
漢
語
は
い
ず
れ
も
人
の

死
に
関
わ
る
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら

の
多
く
が
墓
誌
銘
や
神
道
碑
に
偏
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
の
挽
歌
歌
群

を
作
成
す
る
際
、
福
麻
呂
は
墓
誌
類
の
文
献
を
参
考
に
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
墓
誌
銘
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
指

摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
芳
賀
紀
雄
氏
）
24
（

は
巻
五
・
山
上
憶
良
「
日
本
挽
歌
一

首
」（
七
九
四
〜
七
九
九
）
の
前
置
漢
文
に
つ
い
て
、
誄
・
哀
策
よ
り
も
む
し

ろ
墓
誌
・
願
文
の
類
に
根
ざ
す
可
能
性
を
含
む
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

こ
れ
を
踏
ま
え
、
近
時
、
瀬
川
史
子
氏
）
25
（

は
当
該
の
山
上
憶
良
の
漢
文
の
用
語
を

墓
誌
銘
の
表
現
と
詳
細
に
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
憶
良
の
作
に
用
い
ら
れ
る

語
彙
の
中
に
は
、
ほ
か
の
文
学
形
態
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
墓
誌
銘
に
特
有

の
も
の
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。『
万
葉
集
』
に
お
け
る
墓
誌
銘

受
容
を
論
じ
る
上
で
大
き
な
意
義
を
示
し
た
と
言
え
よ
う
。

　

今
後
は
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
他
の
挽
歌
に
つ
い
て
も
、
墓
誌
銘
受
容
の

視
点
か
ら
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

注

（
１

） 　

廣
川
晶
輝
「
田
辺
福
麻
呂
を
さ
ぐ
る
│
氏
族
と
任
官
か
ら
、
そ
し
て
歌
人
と
し
て
│
」
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『
笠
金
村
・
高
橋
虫
麻
呂
・
田
辺
福
麻
呂 

人
と
作
品
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
五
）

（
２

） 　

横
山
英
氏
『
万
葉
私
考
』「
巻
六
論
」（
さ
る
び
あ
出
版
、
一
九
六
六
）

（
３

） 　

原
田
貞
義
氏
「
万
葉
集
の
私
家
集
│
田
辺
福
麻
呂
歌
集
│
」『
国
語
国
文
研
究
』
第

４

号
（
北
海
道
大
学
国
文
学
会
、
一
九
六
八
）

（
４

） 　

古
屋
彰
「
田
辺
福
麻
呂
の
用
字
」『
万
葉
集
の
表
記
と
文
字
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九

八
）

（
５

） 　

奥
村
和
美
「
田
辺
福
麻
呂
歌
集
歌
の
用
字
と
表
現
」『
叙
説
』
第
三
八
号
（
奈
良
女

子
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
一
一
）

（
６

） 　

上
述
し
た
よ
う
に
、
李
白
「
江
夏
行
」
の
表
記
は
も
と
も
と
「
悲
悽
」
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
稿
は
例
に
挙
げ
る
。

（
７

） 　

佐
藤
義
寛
「
李
華
の
釈
教
碑
に
つ
い
て
」（『
大
谷
学
報
』
第
七
五
巻
第
二
号
、
大
谷

学
会
、
一
九
九
五
）
で
は
、
当
該
箇
所
が
「
楚
越
悲
悽
」
と
な
っ
て
い
る
。
氏
は
そ
の

碑
文
を
ど
の
版
本
に
よ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
四
庫
全
書
本
『
李
叔
遐
集
』
と
『
全

唐
文
』
の
当
該
箇
所
は
「
悽
悲
」
で
あ
り
、
李
華
の
「
祭
劉
左
丞
文
」、「
弔
古
戦
場
文
」

に
お
い
て
も
「
悽
悲
」
が
見
え
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、「
悽
悲
」
の
可
能
性
が
高
い

で
あ
ろ
う
。

（
８

） 　

王
力
『
漢
語
詩
律
学
上
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
五
）
第
二
章
第
三
節
「
古
体
詩
的

用
韻
（
中
）
│
通
韻
」
を
参
考
。

（
９

） 　

ほ
か
に
、「
故
趙
夫
人
墓
誌
銘
」（
６

６

９

年
）
に
は
、「
労
□
□
□
□
甚
風
枝
惸
之

悲
悽
如
霜
葉
」
も
見
ら
れ
る
が
、
年
代
も
近
い
こ
と
か
ら
、
同
一
の
表
現
で
あ
る
可
能

性
は
極
め
て
高
い
。
し
か
し
、
墓
石
の
損
傷
が
著
し
く
、
上
の
字
数
を
判
断
す
る
こ
と

が
難
し
い
た
め
、
本
稿
で
は
こ
の
用
例
を
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。

（
10
） 　

東
野
治
之
「
日
本
古
代
の
墓
誌
」『
日
本
古
代
の
墓
誌
』（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

飛
鳥
資
料
館
、
一
九
七
七
）

（
11
） 　

詳
し
く
は
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
上
』（（
塙
書
房
、
一
九
六
二
））

第
一
篇
第
三
章
「
伝
来
書
推
定
の
問
題
」
を
参
照
。

（
12
） 　

鈴
木
日
出
男
『
源
氏
物
語
引
歌
綜
覧
』（
風
間
書
房
、
二
〇
一
三
）

（
13
） 　

引
歌
と
し
て
虫
麻
呂
の
歌
を
掲
げ
た
の
は
、
当
該
歌
が
処
女
塚
伝
説
と
し
て
最
も
典

型
的
で
、
最
も
劇
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
鈴
木
氏
が
説
明
し
て
い
る
。

（
14
） 　

現
代
語
訳
は
全
釈
漢
文
大
系
『
文
選
』
に
よ
る
。

（
15
） 　

張
楊
力
掙
「
顔
真
卿
早
年
書
写
的
唐
代
元
大
謙
、
羅
婉
順
夫
婦
墓
誌
考
」『
考
古
与

文
物
』（
陝
西
省
考
古
研
究
院
、
二
〇
二
一
）
を
参
考
。

（
16
） 　

例
え
ば
、
奥
村
悦
三
『
古
代
日
本
語
を
よ
む
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
）、
山
崎
福

之
「
萬
葉
集
漢
語
考
証
補
正
（
四
）
│
漢
語
考
証
の
課
題
と
展
望
│
」『
国
語
と
国
文
学
』

八
十
六
号
（
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
〇
九
）
を
参
照
。

（
17
） 　

現
代
語
訳
は
全
釈
漢
文
大
系
『
文
選
』
に
よ
る
。

（
18
） 　

代
匠
記
（
初
、
精
）、
万
葉
集
総
釈
、
新
大
系
に
指
摘
が
見
え
る
。

（
19
） 　

万
葉
集
の
受
容
以
外
、
例
え
ば
、『
日
本
書
紀
』「
神
代
紀
」
下
に
あ
る
「
骨
法
非p

常
」

が
「
神
女
賦
」
に
基
づ
く
と
新
編
全
集
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
20
） 　

現
代
語
訳
は
今
村
与
志
雄
訳
『
遊
仙
窟
』
に
よ
る
。

（
21
） 　

池
添
博
彦
「
万
葉
集
の
語
彙
に
つ
い
て
（
２

）」『
帯
広
大
谷
短
期
大
学
紀
要
』
第
五

十
号
（
帯
広
大
谷
短
期
大
学
、
二
〇
一
三
）

（
22
） 　

佐
野
正
巳
「
田
辺
福
麻
呂
論
」『
万
葉
集
作
家
と
風
土
』（
南
雲
堂
桜
楓
社
、
一
九
六

三
）、
塩
沢
一
平
「
和
漢
の
双
光
│
古
代
官
僚
田
辺
福
麻
呂
と
宮
廷
歌
人
田
辺
福
麻
呂
」

『
万
葉
歌
人　

田
辺
福
麻
呂
論
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
）
な
ど
を
参
照
。

（
23
） 　
『
白
虎
通
德
論
』「
喪
服
」
に
「
喪
礼
不p

言
者
何
。
思
慕
尽p

情
也
…
略
…
故
号
哭
尽

p

情
」
と
あ
り
、
死
の
場
面
に
関
わ
る
用
例
も
確
認
で
き
る
が
、「
心
乱
」
ほ
ど
頻
繁
に

は
用
い
ら
れ
ず
、
他
に
例
は
見
ら
れ
な
い
。

（
24
） 　

芳
賀
紀
雄
「
憶
良
の
挽
歌
詩
」『
女
子
大
国
文
』
八
十
三
号
（
京
都
女
子
大
学
国
文

学
会
、
一
九
七
八
）

（
25
） 　

瀬
川
史
子
「
山
上
憶
良
『
日
本
挽
歌
』
の
前
置
漢
詩
文
に
関
す
る
考
察
」『
美
夫
君

志
会　

全
国
大
会
』
令
和
七
年
度
（
美
夫
君
志
会
、
二
〇
二
五
）

※
本
文
の
引
用
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
も
の
に
依
拠
し
、
一
部
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

『
万
葉
集
』　

井
手
至
ほ
か
『
新
校
注
萬
葉
集
』（
和
泉
書
院
）

『
源
氏
物
語
』　
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
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